〈記入例〉
令和４年　５月　１日

（宛先）高崎市長

住　所 　〒３７０－８５０１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 高崎市高松町３５番地１

[bookmark: _GoBack]名　称　　（株）高崎
代表者　　代表取締役　高崎　太郎
連絡先　○○○－○○○－○○○○
（担当者：　景観　太郎　　　　　　　）

東西南北すべての面の見付面積（建築物を真横から見た面積）の合計を記入
全体の見付面積（建築物を真横から見た面積）のうち、今回塗り替えをする部分の面積を記入

景観形成基準確認書

以下の建築物の塗装工事にかかる塗料の色彩について、届出の要否を確認願います。

（対象建築物）
１．所在地　　高崎市　　　高松　町　１番地１　　　　　　　　　

２．規模等　　建築面積　　　　　　　　１，２００㎡　　最高高さ　　　　　　　１２ｍ　　　
工事に係る部分の見付面積　　８４０㎡　　全体の見付面積　１，６８０㎡
３. 色　彩　
	
	屋根
	外壁

	色の名称
	グレー
	アイボリー、ライトグレー

	マンセル値
	色相
	明度
	彩度
	色相
	明度
	彩度

	
	N
	７
	
	５Y
N
	９
８
	１



４．理由欄　※色彩ガイドラインに適合しない色彩を使用する場合のみ記入
　　例１）屋根の遮熱性を高めるため、高明度の色を使う必要がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　例２）価格や安全性から選定したメーカーの製品の中に、ガイドラインに適合する色がない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【景観室確認欄】性能上の理由等で色彩ガイドラインに適合しない色彩を使用する場合のみ、４．理由欄に理由を記入

	届出の要否
	伝達事項
	確認日
	

	不要
	工事着工してください（本確認書の商工振興課への提出は不要です）。
	
	

	必要
	「適合通知書」の写しを商工振興課に提出した後、工事着工してください。
	
	



